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1. 序論：2026年における日本の生成AI国家戦略の歴史的転
換点と政策的文脈 
2026年（令和8年）は、日本の人工知能（AI）政策およびそれに付随する知的財産ガバナンスにおい
て、極めて重要な歴史的転換点として位置づけられる。2025年5月に日本初の包括的なAI法制であ
る「人工知能関連技術の研究開発及び活用の推進に関する法律（AI法）」が成立し、同年9月1日に
全面施行されたことを契機として、我が国におけるAIのイノベーション促進とリスク対応の法的基盤
が初めて明文化された1。このAI法は、イノベーション促進とリスク対応を両立させるために制定さ
れ、国や地方公共団体を主な適用対象としつつ、基本理念や中長期的な施策の方向性を定めるも

のである3。この新たな法体系の稼働により、国家レベルでのAI戦略は次のフェーズへと移行した。 
このような政策的モメンタムを背景に、2026年6月中旬、政府内の2つの最高位の戦略本部から、今
後の国家戦略を決定づける重大な政策文書が相次いで提示された。第一に、2026年6月12日、高
市早苗首相を本部長とする第55回知的財産戦略本部会合において、「知的財産推進計画2026 ～
成長戦略を支える知財戦略の推進～」が決定された4。この計画は、生成AIの急激な普及という技術
的パラダイムシフトを踏まえ、新たな時代に即した知的財産の保護と活用を再定義し、とりわけクリ

エイターの権利保護や「クールジャパン戦略」を通じたコンテンツ産業の海外展開強化を中核的なア

ジェンダとして掲げている6。 
第二に、そのわずか1週間後である2026年6月19日、内閣府に設置されている人工知能戦略本部
（第4回）が持ち回り開催され、前述のAI法（第18条）に基づく初めての中長期計画である「人工知能
基本計画（素案）」が決定され、パブリックコメントに付された3。この基本計画素案は、社会のあらゆ

る組織がAIを前提として意思決定や業務の進め方を根底から見直す「AIトランスフォーメーション（
AX）」という野心的な概念を提唱し、データの流動化とAI利活用の加速的推進を国家の最優先事項
として位置づけている8。 
これら2つの政府決定は、いずれも「生成AI技術の社会実装とデータ駆動型経済の到来」という共通
の客観的現実を前提として策定されている。しかしながら、それぞれの本部が負うミッションの性質

上——すなわち、知的財産戦略本部が担う「既存の無形資産の権利保護、透明性の確保、および価
値還元の徹底」というアプローチと、人工知能戦略本部が担う「データ集積基盤の構築、モデルの研

究開発、および社会実装の最大化」というアプローチの間には、根源的な方向性の不一致や構造的

な政策ジレンマが内包されている可能性が極めて高い。本報告書では、これら2つの決定の間にお
ける生成AI関連施策の整合性を包括的かつ網羅的に調査し、両者が交差する領域において生じう
る摩擦、矛盾点、および国家戦略としてのシナジーを阻害しうる構造的課題を深く分析・指摘する。 

2. 「知的財産推進計画2026」の構造分析：生成AI時代におけ



る権利保護パラダイムの強化 
2026年6月12日に決定された「知的財産推進計画2026」は、知的財産を通じた国家の成長戦略を支
えるための総合的なマスタープランであり、知的財産の「創造」「保護」「活用」、そして「新たなクール

ジャパン戦略の展開」という4つの重点施策から構成されている4。この計画全体を俯瞰すると、IPラ
ンドスケープの活用による日本成長戦略17分野における勝ち筋の明確化や、大学知財の社会実装
機会を最大化するための「大学知財ガバナンスガイドライン」の浸透6、さらには中小企業・小規模事

業者に対する伴走支援や農業知財総合支援窓口を通じた地方創生6など、無形資産の価値創造に

向けた多角的なアプローチが網羅されている。しかし、生成AI技術の進展に対しては、強い危機感と
制度的対応の必要性が前面に打ち出されており、イノベーションの無条件な受容よりも、既存の権

利者および無形資産の強固な保護に軸足を置いたアプローチが目立つ。 
2.1. クリエイター保護と「プリンシプル・コード」の導入を通じたソフトロー的規律 

本計画における生成AI関連施策の最大の特徴は、著作権法などのハードローの改正を待つことな
く、市場に迅速に規律をもたらすための手段として、「生成AIの適切な利活用等に向けた知的財産の
保護及び透明性に関するプリンシプル・コード（仮称）」の制定を打ち出した点にある6。このプリンシ

プル・コードは、AI基盤モデルの開発企業や生成AIサービスを提供する事業者に対し、学習データ
の収集過程における透明性の確保や、クリエイター等への対価還元を促す枠組みの自発的な構築

を求めるものである6。 
関連する構想委員会の資料によれば、この「プリンシプル・コード」の実効性を担保する仕組みとし

て、コードを受け入れる事業者は内閣府知的財産戦略推進事務局に対して公式に届出を行い、自

社のウェブサイト等でその旨を公表することが想定されている9。さらに、内閣府において届出事業者

の一覧等を公表する予定とされている9。これは法的な罰則を伴わない任意のソフトローでありなが

ら、政府の「ホワイトリスト」的な事業者一覧が公表されることで、市場における事実上のスタンダード

（デファクト・ルール）を形成し、コードに賛同しない事業者に対するレピュテーション・リスクを高め、

企業に強力に遵守を迫る社会的圧力のメカニズムとして機能することが意図されている。日本新聞

協会などの権利者団体からは、かねてより生成AIによるコンテンツ利用に対する強い懸念や意見が
表明されており10、このコードの制定はこうした権利者側の要求に対する政府としての直接的な応答

と解釈できる。 
2.2. 権利行使の容易化、侵害抑止力の強化、および重大違法出力の規制 

同計画は、生成AIの無断学習による既存作品のフリーライドや、特定クリエイターの画風・文体を模
倣した類似コンテンツの大量生成に対するクリエイター側の深刻な懸念に応えるため、保護政策をさ

らに一歩推し進めている。「企業等の侵害行為の抑止機能の適切な確保」や、「複数の権利者が有

する知的財産権を集約することにより権利行使を容易化する仕組みの構築」が政策目標として提唱

されている6。さらには、権利者による訴訟等における証拠収集の円滑化に向けた制度構築にも取り

組む方針を示している6。 
加えて、生成AIがもたらす社会悪への対応として、CSAM（児童性的虐待記録物）等の重大違法生
成物への出力規制を、単なる治安問題としてではなく「コンテンツ政策」の枠組みの中で位置付けて

いる点も注目に値する11。重大な違法出力は生成AI技術全体の信頼を一挙に破壊し、結果として業
界全体が過剰規制や萎縮に向かう原因になるという認識のもと、提供形態（対話型、API、画像・動
画生成など）に応じた多層防御の必要性が議論の俎上に載せられている11。 



2.3. データが示す現実：利用率の低迷と保護偏重アプローチのジレンマ 

特筆すべきは、知的財産戦略本部自らが、日本企業における生成AIの実務的な利活用が諸外国に
比べて大きく遅れているという客観的事実をデータによって強く認識している点である。関連資料に

示された総務省等の調査データによれば、AIの市場規模や研究費が増加している一方で、何らかの
業務で生成AIを利用していると回答した企業の割合は、米国、ドイツ、中国が揃って90%を超えてい
るのに対し、日本企業は55.2%（業務で使用中と回答した割合）に留まっていることが明白に示され
ている12。 
それにもかかわらず、知財戦略の重心は「AIの積極的活用による生産性向上」の阻害要因を取り除
く方向へは向かっておらず、むしろ「活用に伴う権利侵害リスクの制御と保護体制の構築」へと偏重

している。日本企業が他国に比べてAI導入に慎重な最大の理由の一つが「著作権侵害や情報漏洩
等のコンプライアンス・リスクに対する過度な懸念」であると推測される中で、政府がさらに「プリンシ

プル・コードへの届出」や「侵害抑止の強化」という新たなコンプライアンス要件を追加することは、現

状の低迷する利用率をさらに引き下げる方向に作用する恐れがある。 
 

 



 

3. 「人工知能基本計画（素案）」の構造分析：AIトランスフォー
メーション（AX）と実装の加速化戦略 
知財戦略本部による保護偏重の計画決定の直後、6月19日にパブリックコメントに付された「人工知
能基本計画（素案）」は、2025年のAI法成立を受け、政府が中長期的な視座から技術の研究開発と
利活用を進めるための包括的かつ最高位の政策指針である3。AI法の第18条に基づき閣議決定さ
れるこの計画は、社会や技術の劇的な変化に応じて柔軟に改定されることが想定されているが3、そ

の根底に流れる哲学は、日本社会全体におけるAIの実装を不可逆的に進める強い推進の意志に貫
かれている。 
3.1. 国家戦略の枠組みと「AX」というパラダイムの提唱 

基本計画素案は、「AI利活用の加速的推進」「AI開発力の戦略的強化」「AIガバナンスの主導」「AI社
会に向けた継続的変革」という明確な4つの基本方針から構成されている7。これらの基本方針は、

単に既存の業務にAIという新しいソフトウェアを導入するという漸進的なアプローチを超越している。
特に計画の中で中核的な概念として打ち出されているのが、「AIトランスフォーメーション（AX）」であ
る。これは、あらゆる組織において、AIを前提として意思決定や業務の進め方を根底から見直すこと
を意味し、社会全体でAXに取り組むことを大前提として、人とAIの協働の在り方や、それに伴う規制
および制度を再設計していかなければならないと強く訴えかけている8。 
3.2. データの流動化と集積基盤の構築による開発力強化 

技術開発および利活用の文脈において、人工知能戦略本部はデータの重要性を極めて高く評価し

ている。基本計画は、「現場においてAIをまず使うことを経験として積み重ね、暗黙知を含めたデータ
の精製・集積につなげる」ことで、「AI利活用と必要なデータ整備の好循環を生み出す」ことを戦略の
要諦としている8。 
さらに、日本の強みを活かしたAI開発力（バーティカルAIやフィジカルAI）の強化と性能向上のために
は、データの集積・利活用が不可欠であるとし、「組織を越えたデータの共有及び官民連携による

データ利活用を促進する」と明記している8。もちろん、営業秘密等の機微情報の国外流出リスク対

応など安全性の確保には留意するとしているが8、基本的なベクトルは、データの囲い込みを打破

し、流動性を高め、AIモデルの学習のための強固なデータ基盤を国を挙げて強化する「攻め」の姿勢
である。 
3.3. 「隗より始めよ」：ガバメントAIの実証と民間への波及 

基本計画は、社会全体でAIを利活用するための起爆剤として、「隗より始めよ」の観点から政府自ら
が積極的にAIを利用する方針を採用している8。行政機関が率先してAIを活用することで、民間への
普及を強力に牽引しようとしている14。実際に、デジタル庁は「ガバメントAI（源内）」の取り組みを推進
しており、厚生労働省の各種審査業務や、委員会の運営・出張調整といった職員のバックオフィス業

務に対して生成AIを活用した業務支援システムの実証開発を推し進めている15。また、政府調達に

おけるAI要件の明確化や、AI開発促進税制の適用なども予定されており、2026年を名実ともに「AI
実装元年」と位置づけ、予算と制度の両面からアクセルを踏み込んでいる16。 



3.4. イノベーション促進とリスク対応の両立を目指すガバナンス主導 

ガバナンスの側面においては、AIのリスクをゼロに抑え込むことによる産業の萎縮を防ぐため、「イノ
ベーション促進とリスク対応の両立」が強調されている3。基本計画は、AIセーフティ・インスティテュー
ト（AISI）の機能強化を通じて、安全性を評価する専門機関による技術的評価を拡充しつつ16、「広島

AIプロセス」などの国際的な枠組みを主導し、グローバルなAIガバナンスの構築に貢献することを目
指している16。ここには、国内の個別産業の防衛や保護よりも、国際協調の下でのグローバルな安

全基準の策定をリードし、世界的な規範に即した形で日本のAI開発企業の競争力を高めるという国
際的かつマクロな視点が優先されている17。 

4. 両国家戦略における整合性の深層分析：顕在化する構造
的課題と矛盾の力学 
上述した「知的財産推進計画2026」と「人工知能基本計画（素案）」の記述および政策意図を比較・
検証すると、生成AIの社会実装、データガバナンス、そしてイノベーションの方向性をめぐって、重大
な方針のズレや整合性の欠如が見受けられる。わずか1週間の間隔で決定・提示されたこれらの最
高レベルの国家指針が、互いの施策の影響や副作用を十分に織り込んでいない可能性が高く、以

下の4つの複合的かつ構造的な課題を惹起している。 
課題1：ガバナンス枠組みの二重構造化と企業のコンプライアンス疲労 

最も直接的かつ実務レベルで懸念される課題は、AI事業者に対するガバナンス・コンプライアンスに
関する要求が省庁間で乱立し、完全に二重構造化している点である。 
人工知能基本計画の枠組みの下では、すでに「生成AIガイドライン（AI事業者ガイドライン等）」が存
在しており、AI開発者・提供者・利用者が負うべきリスク管理や透明性確保、情報漏洩対策の実務指
針が示されている16。基本計画はこれらを包含する上位の政策方針として機能している16。 
一方で、知的財産戦略本部は独自に「プリンシプル・コード」を制定し、事業者に届出とウェブサイト

での公表を求める全く新しいアプローチを並行して導入しようとしている6。これは行政の縦割りに起

因する二重行政の典型例である。AI戦略本部が「AI実装元年」として、調達や税制を通じて民間へ
の急速な普及（AX）を促している最中に8、知財本部が別途「プリンシプル・コード」という新たなコンプ

ライアンス要件（ソフトロー）を新設することは、企業経営における予測可能性を著しく低下させる。 
内閣府知的財産戦略推進事務局への届出9が実質的な「踏み絵」となり、この知財側のコードへの準

拠度合いが企業のレピュテーションリスクや公共調達の取引条件等と暗黙に結びつくような事態に

なれば、企業はAI戦略本部が推奨するAIの積極的活用（AX）の推進を躊躇せざるを得なくなる。「推
進のアクセル（AI基本計画）」と「保護・規制のブレーキ（知財計画のコード）」の管轄が分断されてい
る状態は、国家としての司令塔機能の不全を露呈しており、結果として市場に深刻なコンプライアン

ス疲労を引き起こす。 
 



 
 
課題2：データ資本主義における「流動性・集積化」と「透明性・対価還元」の完
全なるトレードオフ 

次世代AIモデルの開発において、データの質と量は決定的な競争優位の源泉である。このデータ資
本主義の原則に基づき、人工知能基本計画は「暗黙知を含めたデータの精製・集積」「組織を越えた

データの共有」「官民連携によるデータ利活用」を国家戦略として強く推進している8。日本はこれま

で、著作権法第30条の4（情報解析のための権利制限規定）という、機械学習に対する世界有数の
イノベーション推進的かつ寛容な法的基盤を有しており、この条文がAI開発基盤構築の大きな後押
しとなってきた。 
これに対し、知財推進計画2026が掲げる「クリエイター等への対価還元を促す枠組みの構築」や「学
習データの透明性の確保」6は、本質的にデータの自由な収集・利用に対して高いフリクション（摩擦・

取引コスト）を人為的に導入する施策である。たとえ著作権法第30条の4に基づき適法に収集された
学習データであっても、事後的に個別クリエイターへの対価還元を義務付ける、あるいは強く推奨す

るシステム（プリンシプル・コード等）が構築されれば、データパイプラインの構築・維持にかかる管理

コストは飛躍的に増大する。 
AI開発事業者は、無数のデータポイント一つ一つに対して出所をトラッキングし、対価を計算・分配



する膨大なトランザクション・コストに直面することになる。結果として、開発者は法的・経済的リスク

を回避するため「組織を越えたデータの共有」に極めて消極的になり、クローズドで安全な小規模

データセットでの学習に留まらざるを得なくなる。人工知能基本計画が「データを大規模に流動化・集

積せよ」と促す一方で、知財計画が「データ利用に紐づく対価を厳密にトラッキングし還元せよ」と求

めている状態は、データの「所有権的アプローチ」と「利用権的アプローチ」の間に存在する政府内

の深い亀裂と政策的矛盾を如実に示唆している。 
課題3：侵害抑止力の強化がもたらす「萎縮効果（チリング・エフェクト）」と「隗よ
り始めよ」の矛盾 

AIの社会実装を進める上で、人工知能基本計画は「社会全体でAIを利活用するにあたり、『隗より始
めよ』の観点から、政府自らが積極的（にAIを利用する）」という戦略的アプローチを採用している8。

行政における利用拡大を通じてベストプラクティスを創出し、民間企業への普及の呼び水とすること

が企図されている。 
しかし、知財推進計画2026は同時に「企業等の侵害抑止強化に向けた制度の構築」や、複数の権
利者の知財権を集約することによる「権利行使を容易化する仕組みの構築」、さらには権利者の「証

拠収集の円滑化」を明言している6。もし知財保護の観点から、AIの出力物に対する著作権侵害の立
証ハードルが引き下げられ、損害賠償や差止請求に直面する法的リスクが顕著に高まるような制度

設計が実行された場合、最もコンプライアンスに敏感であり、訴訟リスクを嫌う「政府・自治体」や「大

企業」こそが、真っ先に生成AIの導入を停止、あるいは厳格に制限せざるを得なくなる。 
すなわち、知財戦略本部の「侵害抑止機能の強化」という方針が、AI戦略本部の「政府・自治体が率
先してAIを活用する」14という大前提を自ら根底から切り崩すパラドックスが生じているのである。権

利保護の過度な強化は、ただでさえ欧米に比べて低い利用率（55.2%）12という現状を打開するどこ

ろか、さらにAI導入の足枷となる強力な「萎縮効果（チリング・エフェクト）」を招く危険性が極めて高
い。 
課題4：「クールジャパン戦略」の防御的姿勢とグローバルAIエコシステム構築
の相反的力学 

知財推進計画2026のもう一つの大きな柱は、「稼ぐ力を牽引するクールジャパンの海外展開の強
化」である。政府は2033年までにコンテンツ産業の海外市場規模を20兆円とする野心的な目標を達
成するため、コンテンツ分野官民投資ロードマップの着実な推進を図っている6。日本が誇るアニメ、

マンガ、ゲーム等の高品質なコンテンツ産業は、国家の重要な成長投資の対象であると同時に、国

内外のグローバルAIベンダーによる基盤モデルの極めて価値の高い学習データソースとなってい
る。 
知財本部が想定する「重大違法生成物への出力規制」11や、「権利集約による行使の容易化」6は、

主にこれらの日本のクリエイターを守り、海賊版や模倣生成物からクールジャパンのブランド価値を

防衛するためのドメスティックな施策である。しかし、人工知能基本計画が推進する「AI開発力の戦
略的強化」14において、日本のAIベンダーが世界規模の競争において独自のポジション（例えば、高
品質な画像生成モデルや特化型バーティカルAI）を確立するためには、まさにこれら日本発の良質
なコンテンツデータをフルに活用し、モデルに学習させる必要がある。 
クールジャパンの無形資産を海外の巨大プラットフォーマーによる無断学習から「保護」するための

強力な法制化や技術的ロック・資金還元スキームが構築されると、それは必然的に、国内のAIベン



ダーが自国の豊かなアセットを学習して成長する機会をも同時に奪うことになる。結果的に、自国の

文化資産を守ろうとする施策が、日本の「AI開発力の戦略的強化」というイノベーション戦略の首を
絞めるという「合成の誤謬」に陥る懸念がある。 
以下の表は、両計画の間に存在する戦略的アプローチの差異と、それによって生じる整合性におけ

る懸念点を整理したものである。 
 

比較軸 人工知能基本計画

（素案） 
知的財産推進計画

2026 
整合性における構造

的懸念・衝突点 

戦略の最優先重心 AIの利活用加速、
AX（AIトランスフォー
メーション）による社

会構造変革8 

知財・無形資産の厳

格な保護、権利者へ

の価値・対価の還元
6 

「推進による変革」と

「保護による現状維

持・還元」の力学が

相反し、市場に混乱

を招く。 

データに対する哲学

的姿勢 
組織を越えた共有・

集積・流動性の向上

を通じた開発力強化
8 

不透明な利用プロセ

スの是正、対価還元

の枠組み構築による

トラッキングの要請6 

データの流動性向上

の技術的要請と、追

跡・対価還元による

取引コスト増大が

真っ向から対立す

る。 

企業・行政へのアプ

ローチ 
隗より始めよ（政府

率先）による民間へ

の普及促進、税制優

遇8 

プリンシプル・コード

の届出・公表義務

化、侵害抑止体制の

法的・制度的強化6 

普及を促す一方で、

新設されるコードや

侵害抑止強化が実

質的な導入・投資の

強固な障壁となる。 

コンテンツとAI開発
の相関 

基礎研究から実用

化の総合的推進、大

規模データの確保8 

クールジャパンコン

テンツの防衛、重大

違法出力の多層的

規制6 

自国の高品質データ

を、国内AI開発陣が
国際競争力強化の

ために十分に活用で

きなくなるリスク。 

5. 政策的インプリケーション：国家イノベーションのシナジー創
出に向けた抜本的提言 
2026年6月というほぼ同時期に決定・公開された2つの国家戦略文書の間に存在するこれら多数の
齟齬や矛盾は、日本の行政機構における縦割りの弊害が、AIという最も学際的かつ機動的な対応
が求められる最先端技術政策において色濃く反映された結果であると推察される。技術革新のス

ピードが法整備や政策立案のスピードを圧倒的に凌駕する現在、国家戦略間の不一致は単なる行



政上のミスアライメントに留まらない。それは、日本企業の国内における投資の様子見、AI開発拠点
の海外（より規制が明確で緩やかな法域）への移転、ひいては中長期的な国際競争力の致命的な

低下という直接的なダメージへと直結する。 
この課題を克服し、イノベーション推進と知財・権利保護の「真の最適解」を見出すためには、行政プ

ロセスの見直しと法整備の観点から、以下の政策的統合が急務である。 
5.1. ガバナンス司令塔機能の実質的統合とポリシー・ミックスの最適化 

内閣府に並立して設置されている「人工知能戦略本部」と「知的財産戦略本部」の権限、役割分担、

および政策調整プロセスを抜本的に見直す必要がある。具体的には、生成AIに関する「プリンシプ
ル・コード」の運用や著作権法制の見直し等、AI産業のデータ基盤とエコシステムの根幹に関わる知
財政策については、知財戦略本部が権利者保護の観点から単独で立案・決定するプロセスを改め

るべきである。 
これらの知財要件は、人工知能戦略本部の「基本計画」に基づく包括的なAIガバナンス要件（AI事業
者ガイドライン等）と完全に統合され、単一のポリシー・ミックスとして提示されるべきである。届出窓

口、監査基準、および遵守すべきガイドラインの一元化を図らなければ、AIベンダーや導入企業のコ
ンプライアンス・コストは青天井となり、AXの実現は画餅に帰す。 
5.2. セーフハーバー・ルールの明確化による技術開発の予見可能性担保 

知財推進計画がクリエイター保護のために権利行使の容易化や侵害抑止力を強化するのであれ

ば、それが人工知能基本計画の推進目標（社会全体でのAXの実現）を阻害しないよう、同時に「明
確なセーフハーバー（免責条項）」を法的に定義・整備しなければならない。 
「いかなる性質のデータセットを用い、どのような透明性確保措置（オプトアウトの尊重等）を講じてAI
モデルを開発・運用していれば、企業は事後的な知財侵害の責任を完全に免れるか、あるいは損害

賠償額が限定されるか」という強力な法的予見可能性が提供されなければならない。「隗より始め

よ」といったトップダウンの号令や税制優遇だけでは、訴訟リスクを恐れる民間企業は決して大規模

なAI投資へと動かない。 
5.3. 対価還元メカニズムにおける技術的合理性の追求とトラッキング・コストの
最小化 

知財本部が目指す「クリエイター等への対価還元を促す枠組み」6の構築にあたっては、そのシステ

ムがAIモデルの複雑な学習プロセス（ディープラーニングにおける特徴量の抽出）や、現代のデータ
流通の実態に即しているかについて、厳格な情報工学的・経済的アセスメントが求められる。 
出力されたAI生成物がどの学習データにどの程度依拠しているかを遡って特定し、比例的に対価を
計算するような非現実的なトラッキング要求や、法外なライセンス費用の設定は、国内AI産業の死滅
を招く。したがって、AI基本計画が目指す「インフラとしてのAI開発力強化」を阻害しない範囲での現
実的な解を探るべきである。例えば、機械読取可能なオプトアウト機能（メタデータによる学習拒否）

の標準化や、ブロックチェーンやスマートコントラクト等を活用した権利情報処理の自動化・簡素化な

ど、法的規制よりも技術アーキテクチャ・ベースでの解決策の社会実装に対して、国家の資源を集中

させるべきである。 

6. 結語：デジタル敗戦の回避に向けた戦略的アライメントの必
要性 



2026年6月に策定された「知的財産推進計画2026」と「人工知能基本計画（素案）」は、それぞれが
依拠する政策目的——一方は長きにわたって蓄積されてきた文化資本と知財・無形資産の保護6で

あり、他方は国家の命運を懸けた次世代技術のインフラ化と産業振興8——の強固な正当性ゆえ
に、皮肉にも日本社会における生成AIの健全かつ迅速な実装プロセスにおいて、正面から衝突する
構造的リスクを孕んでいる。 
高市早苗首相率いる知的財産戦略本部が主導するプリンシプル・コードの導入や侵害行為への抑

止力強化は、AIという未知の技術的脅威を前にしたクリエイターの権利と、日本が世界に誇る文化
資産（クールジャパン）の流出を防ぐ上で、心情的にも政策的にも理解し得る防波堤である4。しか

し、その防波堤が過度に高く、あるいは手続き的に煩雑になりすぎれば、それは人工知能戦略本部

の掲げる「あらゆる組織のAIトランスフォーメーション（AX）」の致命的な足枷となる。ただでさえ米国
や中国といった覇権国家に大きく遅れをとっている日本企業のAI利用率（55.2%という危機的水準）12

をさらに停滞させ、イノベーションの火を消す「重石」として機能してしまうことは、国家の存立基盤を

危うくする。 
両計画の決定・公示タイミングがわずか1週間しか違わないという事実は4、本来緊密に連携すべき

政府内での戦略的すり合わせが不十分なまま、各々の推進軸がサイロ化して走り出している現在の

行政構造の限界を象徴している。日本が今後激化するグローバルなAI競争において、単なる外資プ
ラットフォームの下請けや「ルールの受け手」に甘んじることなく、「ルールの主体」となりつつ「イノ

ベーションの牽引者」ともなるためには、保護と推進を別々の戦略本部が所管し、矛盾する政策的シ

グナルを市場に発し続ける現状の二重構造を速やかに解消しなければならない。 
国家戦略としての「知財」と「AI」は、決してトレードオフの関係に閉じ込めてはならない。真のイノベー
ションは、予測可能で透明な権利保護基盤の上でのみ最大化される。両本部の叡智を結集し、法的

予見可能性が極めて高く、かつ実効的な「単一のガバナンス・アーキテクチャ」へと政策を統合・再構

築していくことこそが、令和8年を「AI実装元年」16として結実させ、来るべきデジタル敗戦を回避する

ための絶対的な条件となる。 
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6月 20, 2026にアクセス、 https://current.ndl.go.jp/car/280273 

5.​ 知的財産戦略本部, 6月 20, 2026にアクセス、 
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6.​ 「知的財産推進計画2026」 （概要）, 6月 20, 2026にアクセス、 
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13.​人工知能基本計画(素案)に関する御意見の募集について, 6月 20, 2026にアクセス、 
https://public-comment.e-gov.go.jp/pcm/download?seqNo=0000316431 

14.​AI基本計画とは？2026年最新AI関連補助金をわかりやすく解説 - iCOM技研ブログ, 6
月 20, 2026にアクセス、 
https://www.icom-giken.com/blog/ai%E5%9F%BA%E6%9C%AC%E8%A8%88%E7
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15.​ガバメントAI「源内」 - デジタル庁, 6月 20, 2026にアクセス、 
https://www.digital.go.jp/policies/genai 

16.​AI基本計画とは？2025年閣議決定された日本のAI戦略を徹底解説 - ITトレンド, 6月 
20, 2026にアクセス、 https://it-trend.jp/ai_agent/article/1095-5831 
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